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次世代ナトリウム冷却高速炉について除熱喪失事象（LOHRS）対策の冷却設備等が合理化された最新設

計を対象に、多様性・多重性の観点でも強化を図った非常用電源設備の構成に関する検討結果を報告する。 
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1. 緒言 

次世代ナトリウム冷却高速炉の設計においては、独立性や多様性・多重性の観点でも設計の強化が求め

られており、除熱喪失防止対策、全交流電源喪失対策等の強化を踏まえて、最適な非常用電源構成の検討

を実施しその構成概念を取りまとめた。 
 
2. 非常用電源設備構成の検討 
2-1. 検討対象 

設計基準事故（DBA）に対処する非常用発電機（安全系ガスタービン発電機）に加え、除熱喪失防止対

策のための追加冷却設備及び燃料取扱設備の追加冷却設備に給電するための、設計拡張状態（DEC）に対

処する非常用発電機を対象とする。 
2-2. 設計検討方針 
 非常用電源設備構成の設計検討の前提条件および方針は以下の通り。 
・DBA 対応の崩壊熱除去系は完全自然循環の DRACS、PRACS とする。炉外燃料貯蔵設備（EVST）の

冷却系は空冷の強制循環の設備を想定する。 
・除熱喪失事象（LOHRS）対策として DBA 設備の復旧（ダンパ等のマニュアル操作等）をまず行うが、

DBA 設備から独立した補助炉心冷却系を 1 系統設置する。また、EVST 冷却系も DBA 設備から独立し

たループ型冷却系を 1 系統設置する。 
・DEC 関連の非常用電源設備は DBA に対処する電源設備とは独立に設ける。 

2-3. 検討結果 
上記の方針に加えて、容量や運用、信頼性等を考慮して、一部共用による物量低減を図った非常用電源

構成を検討した。従来は安全系のメンテナンス用ガスタービン発電機（安全系の予備機）と外部電源喪失

時に安全系でない機器の一部に財産保護の目的で給電する財産保護系ガスタービン発電機とを独立で設置

していたが、安全系のメンテナンス用と財産保護系とを共用化した。長時間の全交流電源喪失対策として

DBA 対応の非常用電源とは独立した代替発電機（恒設型と可搬型）を設置している。恒設型は DBA の崩

壊熱除去系に加え、除熱喪失防止対策で追加した冷却系への給電も想定しているため発電機容量は

1750kVA としている。可搬型は DBA の崩壊熱除去系のみへの給電とし、当該系統が完全自然循環であるこ

とを考慮して最低限の容量（60kVA）としている。 
 
項目 安全系ガスタービン発電機 財産保護系ガスタービン 

発電機（兼 安全系メンテナ
ンス用ガスタービン発電機） 

代替発電機 

容量等 2 台：3000kVA 
 

1 台：6000kVA 恒設型 1 台*1：1750kVA 
可搬型 4 台*2：60kVA 

*1:ガスタービン発電機 *2：ディーゼル発電機 

3. 結論 
運用や規制要求（配線系統分離等）の成立性を確保した上で、非常用発電機の共用により設備の最適化

を図った非常用電源設備の構成概念を構築した。 
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